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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銅基板表面上にウィスカ耐性の錫系コーティング層を堆積するための方法であって、当
該方法は、以下からなる：
　　　銅基板表面を以下からなる浸漬めっき組成物に接触させる工程：
　　　約５ｇ／Ｌ～約２０ｇ／ＬのＳｎ２＋イオン濃度を提供するに十分なＳｎ２＋イオ
ン源；
　　　約１０ｐｐｍ～約２４ｐｐｍのＡｇ＋イオン濃度を提供するに十分なＡｇ＋イオン
源；
　　　約６０ｇ／Ｌ～約１２０ｇ／Ｌの錫イオン及び銅イオンのための硫黄系錯化剤濃度
を提供するに十分な硫黄系錯化剤源で、前記硫黄系錯化剤は銅と錫の相対起電力電位を反
転することが可能であり；
　　　約３０ｇ／Ｌ～約１１０ｇ／Ｌの次亜リン酸塩濃度を提供するに十分な次亜リン酸
塩イオン源；
　　　前記次亜リン酸塩に加えて、約３０ｇ／Ｌ～約１１０ｇ／Ｌの抗酸化剤濃度を提供
するに十分な抗酸化剤源；
　　　少なくとも約１２ｇ／Ｌのピロリドン濃度を提供するに十分なピロリドン源；並び
に
　　　約０～約５に組成物のｐＨを低下させるに十分な濃度の酸。ここで、前記錫系コー
ティング層は少なくとも８０重量％の錫を含む。
【請求項２】
　前記Ａｇ＋イオン源が、約１２ｐｐｍ～約２４ｐｐｍのＡｇ＋イオン濃度を提供するに
十分である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ａｇ＋イオン源が、約１２ｐｐｍ～約２０ｐｐｍのＡｇ＋イオン濃度を提供するに
十分である請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記Ａｇ＋イオン源が、約１０ｐｐｍ～約１６ｐｐｍのＡｇ＋イオン濃度を提供するに
十分である請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｓｎ２＋イオン源が、約６ｇ／Ｌ～約１２ｇ／ＬのＳｎ２＋イオン濃度を提供する
に十分である請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｓｎ２＋イオン源が、約６ｇ／Ｌ～約１０ｇ／ＬのＳｎ２＋イオン濃度を提供する
に十分である請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ピロリドン源が、ポリビニルピロリドンからなる請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ピロリドン源が、ポリビニルピロリドンおよび１－メチル－２－ピロリドンからな
る請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記抗酸化剤が、約４０ｇ／Ｌ～約８０ｇ／Ｌの濃度を提供するに十分である請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記銅基板表面をめっき組成物に接触させることが銅の銅イオンへの酸化を誘発する請
求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　追加の硫黄系錯化剤は、浸漬錫めっき組成物に、銅イオン１ｇ／Ｌ堆積当たり、約３ｇ
／Ｌ～約９ｇ／Ｌの錯化剤添加速度で、添加される請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記接触が、約０．５μｍ～約１．５μｍの厚みで錫コーティング層を堆積する請求項
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記接触が、約０．７μｍ～約１．２μｍの厚みで錫コーティング層を堆積する請求項
１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記接触が、約０．７μｍ～約１．０μｍの厚みで錫コーティング層を堆積する請求項
１に記載の方法。
【請求項１５】
　以下からなる物品：
　　　表面を有する銅基板；および
　　　基板表面上の錫系コーティング層で、当該錫系コーティング層が約０．５μｍ～約
１．５μｍの厚みを有し、銅－錫金属間化合物の形成を妨げ、
　　　前記銅－錫金属間化合物の形成の妨げは、少なくとも７回の加熱・冷却サイクルへ
の曝露に際し、各サイクルは、物品を少なくとも２１７℃に付し、次いで約２０℃～２８
℃に冷却し、少なくとも０．２５μｍ厚の銅のない錫系コーティング層の領域が存在する
ことで特徴付けられる。
【請求項１６】
　請求項１～１４の何れかの方法によってコーティングされた物品。
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